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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 20日 (2006.6.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
有 効 成 分 と し て ５ － プ ロ パ ル ギ ル － ２ － フ リ ル メ チ ル （ ＋ ） － シ ス 、 ト ラ ン ス － ク リ サ ン
テ マ ー ト を 、 ０ ． １ ～ １ ． ０ 重 量 ％ 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る ハ エ 取 り 線 香 。
【 請 求 項 ２ 】
有 効 成 分 と と も に 、 沸 点 が ２ ５ ０ ℃ 以 上 の ジ ー タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル フ ェ ノ ー ル 系 安 定 剤 の
１ 種 又 は ２ 種 以 上 を 、 前 記 有 効 成 分 に 対 し て ０ ． １ ～ ２ ． ０ 倍 量 配 合 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の ハ エ 取 り 線 香 。
【 請 求 項 ３ 】
共 力 剤 と し て 、 Ｍ Ｇ Ｋ － ５ ０ ２ ６ を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ハ
エ 取 り 線 香 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 ハ エ 取 り 線 香
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ハ エ 取 り 線 香 の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
蚊 取 線 香 は 、 蚊 の 成 虫 駆 除 用 殺 虫 剤 と し て １ ０ ０ 年 以 上 も 前 か ら 親 し ま れ て い る も の で 、



そ の 有 効 成 分 と し て は 、 そ の 加 熱 蒸 散 性 と 熱 安 定 性 ゆ え に 、 （ ± ） － ２ － ア リ ル － ３ － メ
チ ル － シ ク ロ ペ ン ト － ２ － エ ン － １ － オ ン － ４ － イ ル （ ＋ ） － シ ス ， ト ラ ン ス － ク リ サ ン
テ マ ー ト （ 以 降 、 ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ と 称 す ） や 、 そ の 立 体 異 性 体 、 例 え ば エ ス バ イ オ ス リ
ン や エ ス ビ オ ー ル な ど の 菊 酸 エ ス テ ル 化 合 物 が 広 く 使 用 さ れ て い る 。 一 方 、 ハ エ に つ い て
は 、 都 市 部 で は 発 生 が 減 っ て い る が 、 漁 村 、 魚 介 類 加 工 場 、 ゴ ミ 処 理 場 や 畜 舎 、 鶏 舎 な ど
の 周 辺 で は 従 来 以 上 に 悩 ま さ れ る 機 会 が 多 く な っ て い る 。 ハ エ の 発 生 源 対 策 用 と し て 乳 剤
、 油 剤 、 粉 剤 な ど の 殺 虫 剤 が 使 用 さ れ る ほ か 、 一 般 家 庭 で 成 虫 駆 除 用 に 空 間 エ ア ゾ ー ル が
汎 用 さ れ て い る が 一 過 性 で 効 果 の 持 続 性 に 乏 し い と い う 欠 点 が あ る 。 そ こ で 、 ハ エ 取 り 線
香 、 す な わ ち 空 間 処 理 剤 で あ っ て 、 か つ 効 果 が 数 時 間 持 続 し 、 更 に 拡 散 性 が よ く 開 放 的 な
場 面 で も 有 効 な 線 香 タ イ プ の 開 発 が 望 ま れ て い る 。
蚊 取 線 香 は 、 マ ッ チ 一 本 で 空 間 処 理 を 時 間 的 に も 保 持 し 、 燃 え 尽 き る ま で 効 力 は 一 定 な の
で 非 常 に 合 理 的 な 殺 虫 形 態 で あ る 。 蚊 取 線 香 の 有 効 成 分 は 燃 焼 部 か ら 数 ｍ ｍ 離 れ た ２ ０ ０
～ ２ ５ ０ ℃ 付 近 の 部 位 か ら 揮 散 し 、 こ の 温 度 は 電 気 蚊 取 の 発 熱 体 温 度 （ １ ２ ０ ～ １ ７ ０ ℃
） と 比 べ る と 幾 分 高 い 。 従 来 の ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ 含 有 線 香 で は 安 定 剤 を 添 加 し な く て も 、
有 効 成 分 の 揮 散 率 が ６ ０ ～ ８ ０ ％ に 達 す る こ と が 知 ら れ て い る が 、 ハ エ に 対 す る 効 力 は 弱
く 、 線 香 中 の 有 効 成 分 濃 度 を ア ッ プ し て も ハ エ 取 り 線 香 へ の 適 用 は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 者 ら は 、 有 効 成 分 と し て 市 販 ピ レ ス ロ イ ド の な か で 最 も 蒸 気 圧 の 高 い エ ム ペ ン ト リ
ン を 選 択 し 、 こ れ を 含 有 す る ハ エ 取 り 線 香 （ 特 許 第 ３ ０ ０ １ １ ６ ９ 号 公 報 ） を 既 に 開 発 し
た が 、 コ ス ト 的 に 不 利 な う え 、 揮 散 性 が 高 す ぎ て 製 造 時 乾 燥 工 程 で の ロ ス が 免 れ え な か っ
た 。 従 っ て 、 ハ エ 取 り 線 香 に 最 適 な 有 効 成 分 の 選 定 は 重 要 な 課 題 で あ り 、 例 え ば 、 特 開 平
１ ０ － ２ ０ ３ ９ ０ ５ 号 公 報 に は 、 ２ － ア リ ル － ３ － メ チ ル － シ ク ロ ペ ン ト － ２ － エ ン － １
－ オ ン － ４ － イ ル 　 ２ ， ２ ， ３ ,３ － テ ト ラ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ レ ー ト を 有
効 成 分 と す る ハ エ 取 り 線 香 が 開 示 さ れ て い る が 、 必 ず し も 満 足 の い く も の で は な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ０ １ １ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ０ ３ ９ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 線 香 形 態 で 、 ハ エ は も ち ろ ん 蚊 に 対 し て も 従 来 の ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ 線 香 よ り 高
い 殺 虫 効 果 を 奏 す る 有 効 成 分 を 選 択 し 、 こ れ を 含 有 す る 有 用 な ハ エ 取 り 線 香 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 者 ら は 、 ５ － プ ロ パ ル ギ ル － ２ － フ リ ル メ チ ル 　 （ ＋ ）
－ シ ス ， ト ラ ン ス － ク リ サ ン テ マ ー ト ［ 以 降 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン と 称 す ］ の ハ エ に 対 す る
殺 虫 効 力 と 、 そ の 蒸 気 圧 が 前 記 エ ム ペ ン ト リ ン と ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ の 間 に 位 置 す る こ と に
着 目 し 、 ハ エ 取 り 線 香 へ の 適 用 を 試 み た 。 而 し て 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン を 含 有 す る ハ エ 取 り
線 香 は 、 高 い 殺 蝿 効 力 を 示 し 、 コ ス ト 的 に 有 利 に な る だ け で な く 、 化 合 物 の 有 す る 適 度 な
揮 散 性 が 製 造 時 の ロ ス を 生 ぜ ず 、 し か も 線 香 使 用 時 に お い て 高 い 拡 散 性 を 奏 す る こ と を 発
見 し た 。
更 に 、 本 発 明 者 ら は 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン の 揮 散 性 能 の 向 上 を 目 的 と し て 種 々 の 安 定 剤 を 検
討 し た と こ ろ 、 沸 点 が ２ ５ ０ ℃ 以 上 の ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － フ ェ ノ ー ル 系 安 定 剤 の １
種 又 は ２ 種 以 上 を 、 前 記 有 効 成 分 に 対 し て ０ ． １ ～ ２ ． ０ 倍 量 配 合 す る こ と に よ っ て 、 経
時 的 安 定 性 の み な ら ず 、 燻 煙 時 の 安 定 性 も 著 し く 増 強 さ せ 、 揮 散 性 能 の 向 上 に 寄 与 し え る
こ と を 見 出 し 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 次 の よ う な 構 成 を 採 用 す る 。
（ １ ） 有 効 成 分 と し て 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン を 、 ０ ． １ ～ １ ． ０ 重 量 ％ 含 有 す る ハ エ 取 り 線
香 。
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（ ２ ） 有 効 成 分 と と も に 、 沸 点 が ２ ５ ０ ℃ 以 上 の ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － フ ェ ノ ー ル 系
安 定 剤 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 を 、 前 記 有 効 成 分 に 対 し て ０ ． １ ～ ２ ． ０ 倍 量 配 合 し た こ と を
特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の ハ エ 取 り 線 香 。
（ ３ ） 共 力 剤 と し て 、 Ｍ Ｇ Ｋ － ５ ０ ２ ６ を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は （ ２ ） に
記 載 の ハ エ 取 り 線 香 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 有 効 成 分 と し て 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン を 選 択 し 、 好 ま し く は 特 定 の 安 定 剤 を 配 合
す る こ と に よ り 、 燻 煙 時 の 揮 散 率 、 な ら び に 殺 虫 効 力 に す ぐ れ た 極 め て 実 用 的 な ハ エ 取 り
線 香 を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
ｄ － フ ラ メ ト リ ン は 、 ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ に 比 べ ハ エ に 対 し て 高 い 殺 虫 効 力 を 有 し 、 ハ エ 取
り 線 香 中 に ０ ． １ ～ １ ． ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ０ ． ９ 重 量 ％ 配 合 さ れ る 。 ０ ． １
重 量 ％ 未 満 で あ る と 所 望 の 殺 虫 効 果 が 得 ら れ な い し 、 一 方 １ ． ０ 重 量 ％ を 越 え て 配 合 し て
も 格 段 の 効 力 増 強 は 認 め ら れ な い 。
ま た 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン に 、 従 来 の ピ レ ス ロ イ ド 、 例 え ば 、 ピ ナ ミ ン 、 ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ
、 バ イ オ ア レ ス リ ン 、 エ ス バ イ オ ス リ ン 、 エ ス ビ オ ー ル 、 プ ラ レ ト リ ン 、 エ ム ペ ン ト リ ン
、 あ る い は ト ラ ン ス フ ル ト リ ン な ど を 適 宜 混 合 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の ハ エ 取 り 線 香 は 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン の 選 定 に 特 徴 を 有 す る が 、 安 定 剤 と し て 沸 点
が ２ ５ ０ ℃ 以 上 の ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － フ ェ ノ ー ル 系 安 定 剤 を 配 合 す る の が 好 ま し い
。 例 え ば 、 ３ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － ４ － ヒ ド ロ キ シ ア ニ ソ ー ル や ２ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ
ル － ４ － ヒ ド ロ キ シ ア ニ ソ ー ル の よ う な モ ノ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － フ ェ ノ ー ル 系 安 定 剤
は 効 果 が な く 、 ま た 、 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ フ ェ ニ ル － Ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン や フ ェ ニ ル － β －
ナ フ チ ル ア ミ ン の よ う な ア ミ ン 系 安 定 剤 に つ い て も 効 果 は 低 か っ た 。 ま た 、 沸 点 が ２ ５ ０
℃ 以 上 の も の が 有 効 な 理 由 は 、 有 効 成 分 の ピ レ ス ロ イ ド が ２ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ℃ 付 近 か ら 揮 散
す る の で 、 安 定 剤 自 身 、 こ の 温 度 で 揮 散 し な い こ と が 必 要 な た め と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 で 用 い ら れ る 安 定 剤 と し て は 、 次 の よ う な も の が あ げ ら れ る が も ち ろ ん こ れ ら の み
に 限 定 さ れ な い 。
安 定 剤 Ａ ： ２ ,６ － ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － ４ － メ チ ル フ ェ ノ ー ル （ Ｂ Ｈ Ｔ ） 、
安 定 剤 Ｂ ： ２ ,２ ’ － メ チ レ ン ビ ス （ ４ － メ チ ル － ６ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ）
、
安 定 剤 Ｃ ： ２ ,２ ’ － メ チ レ ン ビ ス （ ４ － エ チ ル － ６ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ）
、
安 定 剤 Ｄ ： ４ ,４ ’ － ブ チ リ デ ン ビ ス （ ３ － メ チ ル － ６ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル フ ェ ノ ー ル
） 、
安 定 剤 Ｅ ： ４ ,４ ’ － チ オ ビ ス （ ３ － メ チ ル － ６ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル フ ェ ノ ー ル ） 、
安 定 剤 Ｆ ： ２ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － ６ － （ ３ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － ２ － ヒ ド ロ キ シ －
５ － メ チ ル ベ ン ジ ル ） － ４ － メ チ ル フ ェ ニ ル 　 ア ク リ レ ー ト 、
安 定 剤 Ｇ ： ２ ， ４ － ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル フ ェ ニ ル 　 ３ ， ５ － ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル
－ ４ － ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ エ ー ト 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 本 発 明 で は 上 記 安 定 剤 の １ 種 又 は ２ 種 以 上 が 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン に 対 し て ０ ． １ ～
２ ． ０ 倍 量 配 合 さ れ る が 、 も ち ろ ん こ れ に 、 ホ ス フ ァ イ ト 系 、 ア ミ ン 系 、 有 機 イ オ ウ 系 な
ど の 従 来 の 種 々 の 安 定 剤 を 混 合 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の ハ エ 取 り 線 香 は 、 上 記 有 効 成 分 組 成 物 に 、 必 要 な ら ば 、 ピ ペ ロ ニ ル ブ ト キ サ イ ド
、 Ｍ Ｇ Ｋ － ２ ６ ４ 、 Ｍ Ｇ Ｋ － ５ ０ ２ ６ 、 Ｓ － ４ ２ １ 、 リ ー セ ン ３ ８ ４ な ど の 共 力 剤 を 加 え
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て も よ い 。 更 に 、 除 虫 菊 抽 出 粕 粉 、 木 粉 な ど の 支 燃 剤 、 タ ブ 粉 、 澱 粉 、 デ キ ス ト リ ン 、 ア
ラ ビ ア ゴ ム 、 Ｃ Ｍ Ｃ な ど の 糊 剤 、 着 色 剤 と し て の マ ラ カ イ ト グ リ ー ン や 防 黴 剤 と し て の デ
ヒ ド ロ 酢 酸 や ２ ,４ － ジ ニ ト ロ フ ェ ノ ー ル 、 そ の 他 、 鉱 物 性 微 粉 末 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ
ー ル な ど を 適 宜 加 え て 、 常 法 に 従 い 、 ハ エ 取 り 線 香 を 調 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 有 効 成 分 と し て ｄ － フ ラ メ ト リ ン を 選 択 し 、 好 ま し く は 特 定 の 安 定 剤 の
配 合 効 果 で 、 ハ エ は も ち ろ ん 、 蚊 に 対 し て も 従 来 の ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ 線 香 よ り 高 い 殺 虫 効
果 を 奏 し 、 極 め て 有 用 な ハ エ 取 り 線 香 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 試 験 例 及 び 実 施 例 を あ げ て 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 そ の 要 旨 を
越 え な い 限 り こ れ ら の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
次 表 に 示 す 処 方 に て ハ エ 取 り 線 香 を 調 製 し 、 燻 煙 時 の 有 効 成 分 の 揮 散 率 、 ハ エ 成 虫 に 対 す
る 殺 虫 効 力 を 調 べ た 。 な お 、 そ の 他 の 成 分 に つ い て は 、 記 載 成 分 以 外 に 、 澱 粉 ２ ０ 重 量 ％
、 デ ヒ ド ロ 酢 酸 ナ ト リ ウ ム ０ ． ２ 重 量 ％ 、 除 虫 菊 抽 出 粕 粉 １ ５ 重 量 ％ 、 な ら び に 木 粉 を 加
え て 全 量 を １ ０ ０ 重 量 ％ と し た 。 な お 、 殺 虫 効 力 は ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ １ ． ２ 重 量 ％ の 線 香
を １ ． ０ と し て ノ ッ ク ダ ウ ン 効 果 の 相 対 効 力 で 示 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊ 　 特 開 平 １ ０ － ２ ０ ３ ９ ０ ５ 号 公 報 開 示 の ２ － ア リ ル － ３ － メ チ ル － シ ク ロ ペ ン ト － ２
－ エ ン － １ － オ ン － ４ － イ ル 　 ２ ,２ ， ３ ,３ － テ ト ラ メ チ ル シ ク ロ プ ロ パ ン カ ル ボ キ シ レ
ー ト
【 ０ ０ １ ７ 】
試 験 の 結 果 、 ｄ － フ ラ メ ト リ ン を 含 有 す る ハ エ 取 り 線 香 、 好 ま し く は こ れ に ジ － タ ー シ ャ
リ ー ブ チ ル － フ ェ ノ ー ル 系 安 定 剤 を 前 記 化 合 物 に 対 し て ０ ． １ 倍 量 以 上 配 合 す る こ と に よ
っ て 、 燻 煙 時 の 有 効 成 分 の 揮 散 率 が 向 上 し 、 ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ 線 香 (対 照 線 香 )に 比 べ て 高
い 殺 虫 効 力 を 示 す こ と が 認 め ら れ た 。
こ れ に 対 し 、 一 般 に ハ エ 駆 除 用 の 殺 虫 剤 は 、 蚊 駆 除 用 の 殺 虫 剤 に 比 べ て 高 濃 度 の 薬 量 を 要
す る 。 例 え ば 、 比 較 例 ２ や 比 較 例 ３ の よ う に 、 エ ム ペ ン ト リ ン や 対 照 化 合 物 Ｐ は 、 ハ エ 取
り 線 香 の 有 効 成 分 と し て 有 用 で は あ る が 、 高 濃 度 が 必 要 で 必 ず し も 満 足 の い く も の で は な
い 。 ま た 、 ピ ナ ミ ン フ ォ ル テ 含 有 ハ エ 取 り 線 香 に つ い て は 、 比 較 例 ４ ～ ６ で 示 す よ う に 、
薬 量 を 更 に ア ッ プ し て も ハ エ に 対 す る 殺 虫 効 力 は ほ と ん ど 増 強 せ ず 、 し か も 安 定 剤 配 合 の
効 果 が ほ と ん ど な い の に 対 し 、 本 発 明 の ハ エ 取 り 線 香 は 、 特 定 の 安 定 剤 を 配 合 す る こ と に
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よ っ て 一 層 殺 虫 活 性 の 優 れ た 線 香 を 提 供 し 、 そ の 実 用 性 は 極 め て 高 い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
ｄ － フ ラ メ ト リ ン ０ ． ８ 部 、 安 定 剤 Ａ （ ２ ,６ － ジ － タ ー シ ャ リ ー ブ チ ル － ４ － メ チ ル フ
ェ ノ ー ル ） ０ ． ６ 部 を 用 い 、 ハ エ 取 り 線 香 を 得 た 。 近 く に 養 豚 場 が あ り ハ エ の 侵 入 の 多 い
家 屋 で 使 用 し た と こ ろ 、 ハ エ の 侵 入 が 見 ら れ な く な っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の ハ エ 取 り 線 香 は 、 燻 煙 時 の 揮 散 率 、 な ら び に 殺 虫 効 力 に す ぐ れ 、 蚊 取 り 線 香 と し
て も 使 用 で き 極 め て 実 用 的 な の で 、 殺 虫 剤 製 造 産 業 の 発 展 に 寄 与 す る も の で あ る 。
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